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   夏季休館（8/13～8/15）, 年末年始（12/28～1/4）, 蔵書整理期間（1/5～1/31） 

2023年4月～2024年１月に中村元記念館へご寄付してくださった方のご芳名です 

（2024年１月31日までの入金確認分）   
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—中村元記念館の運営は、皆様からのご寄付によって支えられています- 

渡
邊 

史
恵
様 

吉
松 

淑
恵
様 

勝
部 

祐
治
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石
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裕
子
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史
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学 

び
た
い
す
べ
て
の
人
が
学
べ
る
よ
う
に 

—
 

遠
方
に
お
住
ま
い
の
方
も
、外
出

が
困
難
な
方
も
、
ご
自
宅
か
ら
快
適
に
受
講

で
き
ま
す
よ
う
に
。 

 

中
村
元
記
念
館
で
は
、
し
ま
ね
社
会
貢
献

基
金
の
助
成
（
※
１
）
を
受
け
、
昨
年
新
た
に

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
イ
ベ
ン
ト
（
※
２
）
開
催
用
の
機

材
を
導
入
し
ま
し
た
。 

今
回
追
加
し
た
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
配
信
用
の
マ
イ
ク
、
音
声
ミ
キ

サ
ー
、
モ
ニ
タ
に
よ
り
、
教
室
（
会
場
）
・
オ
ン

ラ
イ
ン
と
も
に
、
よ
り
快
適
に
受
講
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
講
座
で
の
利
用
だ
け
で
な
く
、秋
に
は

年
に
一
度
実
施
す
る
「
中
村
元
東
洋
思
想
文

化
賞
授
賞
式
」
の
様
子
を
、
会
場
で
あ
る
中

村
元
記
念
館
か
ら
ラ
イ
ブ
配
信
し
、
受
賞
者

の
ご
家
族
や
指
導
者
の
方
な
ど
、
遠
方
の
皆

様
に
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
授
賞
式
の
様
子
を

お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

東
方
学
院
松
江
校
講
座
・
中
村
元
記
念
館

文
化
講
座
で
は
、
以
前
か
ら
一
部
の
先
生
の

講
義
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
実
施
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
手
持
ち
の
機
材
で
は
音
声
の

切
り
替
え
が
十
分
に
行
え
ず
、「
マ
イ
ク
を
も

つ
先
生
の
声
は
聞
こ
え
る
け
ど
、
会
場
で
参

加
し
て
る
受
講
生
か
ら
の
質
問
が
聞
こ
え
な

い
…
」
「
自
宅
か
ら
だ
と
教
室
の
み
な
さ
ん
と

話
し
に
く
い
」
と
い
う
皆
様
の
ご
不
便
な
状

況
を
改
善
し
き
れ
な
い
の
が
ス
タ
ッ
フ
の
悩

み
で
し
た
。
今
後
は
ク
リ
ア
な
音
声
で
ご
自

宅
か
ら
も
講
師
の
先
生
や
他
の
受
講
生
の
皆

さ
ん
と
の
会
話
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
に
よ
り
快
適
な
学
び
の

環
境
を
ご
提
供
で
き
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一

同
頑
張
り
ま
す
！ 

 

記
念
館
の
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
へ
の 

参
加
が
さ
ら
に
快
適
に
な
り
ま
し
た
！ 

 

「しまね社会貢献基金」で、ハイブリッド配信用機材を導入 

▲ 会場での質疑応答の様子も、オンライン参加の方

にクリアな音声でお届けできるようになりました♪ 

（東方学院松江校 蓑輪先生のハイブリッド講座の様子） 

※１ しまね社会貢献基金の助成 今回の

機材購入費用は、寄附者である島根県電気

工事工業組合青年部様が設定された事業

テーマ 「子育てや社会教育の推進」 に、事

業名「中村元記念館ハイブリッド（双方向対

話が可能なオンライン）配信事業」として応

募し、審査の結果助成されたものです。 

※２ ハイブリッドイベント  会場（直接

参加）と、リモート（オンライン参加）のどち

らでも参加できる形のイベントを意味して

います。中村元記念館が主催するハイブリッ

ドイベントでは、zoomを使ってオンライン

で参加することができます。 

〒690-1404 島根県松江市八束町波入2060番地 松江市役所八束支所2階 TEL:0852-76-9593  FAX:0852-76-9693  E-mail:info@nakamura-hajime-memorialhall.or.jp 

 東洋思想研究を志す大学生・大学院生の優れた論文を広く顕彰し、今後の研究を奨励す
ることを目的として設立された「中村元東洋思想文化賞」も2023年で8回目を迎えました。   
授賞式で選考委員長である藤井教公館長からひとつひとつの受賞論文に対しての講評が
述べられると、会場の受賞者ほか来賓・関係者は真剣な様子でじっと聞き入っていました。ま
た授賞式終了後、優秀賞を受賞した伊藤 有佑氏による特別講演「古代インド仏教の論じ方 
～三十七菩提分法を例にして～」が行われました。「非常に緊張しました」と語られた伊藤氏
でしたが、幅広い方が興味を持てるよう随所に工夫がなされた素晴らしい講演でした。 

▲ 賞状を手に、喜びの表情で記念撮影に

臨む受賞者の皆さん（左から  田氏、伊藤

氏、小貫氏） 今後のご活躍が楽しみです！ 

 

 優秀賞：  『菩提分法の研究 ――パーリ注釈文献を中心にして』    
   伊藤 有佑（いとう ゆうすけ）氏 （東京大学大学院） 
   

 松江市長賞：  『徳川後期における「形而上学的共和国」の源流 ――横井小楠と元田永孚の儒学的視座から』  
   田 得霖（でん とくりん）氏  （名古屋大学大学院） 
   

 奨励賞：   『鈴木大拙『日本的霊性』の成立についての一考察 －1940 年代の西谷啓治の思想との比較で－』  
   小貫 稜（おぬき りょう）氏 （中央大学） 

中村元東洋思想文化賞 第８回授賞式 
2023年10月2８日 ◇会場・オンライン ハイブリッド開催◇ 

受賞論文 

※注：受賞者の所属は、論文募集当時（２０２３年３月）のものです 

詳しくはこちら！ 

寄付の申込時に匿名を 
希望された方のご芳名は 

掲載しておりません。 
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イ
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【中
村
元
東
洋
思
想
文
化
賞
の
ご
協
賛
企
業
】 

一
般
財
団
法
人
さ
ん
そ
財
団
様 

株
式
会
社
ウ
ミ
ラ
イ
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美
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テ
ク
ノ
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法
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ご
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ぎ
ん
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団
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みなさまからの温かいご支援に心より御礼申し上げます 

このたび、山陰中央新報社様より、山陰中
央新報一面にて連載中の記事配信事業の
収益のうち２０万円を中村元記念館にご寄
付いただきました。 服部育郎先生の解説と
ともに、皆様も毎朝の「慈しみの心」をお楽
しみください。 

山陰中央新報社様 

） 

最新情報は公式ホームページ 
またはFacebook・Xでどうぞ 

▲宇畑文化事業局長（右）から 

寄付を受け取る清水谷理事長（左） 



「
中
村
元
博
士 

イ
ン
ド
へ
の
旅
路
」 

２
０
２
３
年
７
月
11
日
～
９
月
24
日 

「
中
村
元
博
士
の
著
作
が
で
き
る
ま
で
」  

 

２
０
２
３
年
10
月
３
日
～
12
月
27
日 

～
写
真
家
・
三
井
昌
志
氏
の
捉
え
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
イ
ン
ド
』
の
姿
と
共
に
～  

 

～
未
公
開
自
筆
原
稿
か
ら
辿
る
～  

 

第
17
回 

２
０
２
３
年
９
月
16
日 

第
18
回 

２
０
２
３
年
12
月
９
日 

2023年 

6月30日 

２ 
０
２
３
年
６
月
、シ
ビ
・ジ
ョ
ー
ジ
駐
日
イ
ン
ド

大
使
、
ニ
キ
レ
ー
シ
ュ
・
ギ
リ
在
大
阪
・
神
戸
イ

ン
ド
総
領
事
の
お
二
人
の
来
館
を
歓
迎
し
同
年
２
月
に

イ
ン
ド
国
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
ガ
ネ
ー
シ
ャ
像
前
に
て
歓

迎
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
記
念
館
に
は
イ
ン
ド
の

伝
統
的
な
模
様
が
あ
し
ら
わ
れ
た
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
と
お

二
人
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ
た
色
紙
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
大
使
、総
領
事
両
氏
は
、原
田
繁
昭
氏
の
水

彩
画
展
開
催
を
祝
い
、
色
鮮
や
か
な
水
色
の
民
族
衣
装

を
原
田
氏
に
贈
り
、
長
年
に
わ
た
る
日
印
交
流
活
動
へ

の
感
謝
と
水
彩
画
展
の
成
功
を
願
う
激
励
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
ま
し
た
。 

 

イ ンド西部マハラシュ
トラ州ピンプリ・チン

チワッド市に設立された
工科大学である PIMPRI CHINCHWAD COLLEGE OF EN-
GINEERING から18名の教員・学生の方が、2024年度東方学
院松江校の講義を開講される東京大学加藤隆宏先生の引率で
来館されました。一行は講堂で加藤先生の講義を受けた後、展示
室をはじめとする館内を見学しました。ちょうど展示室では収蔵品
展「中村元博士 インドへの旅路」が開催されており、博士とインド
にまつわる多数の資料をご覧いただけました。 

優 

し
く
繊
細
な
タ
ッ
チ
で
描
か
れ
た

原
田
繁
昭
氏
の
作
品

点
を
集

め
た
水
彩
画
展
を
開
催
し
ま
し
た
。同

氏
は
長
年
、
教
師
と
し
て
多
数
の
学
生
を

育
て
な
が
ら
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
イ

ン
ド
の
人
々
の
暮
ら
し
を
描
き
続
け
、
イ

ン
ド
と
の
交
流
・日
印
相
互
理
解
に
情
熱

を
注
い
で
来
ら
れ
ま
し
た
。暑
さ
厳
し
い

中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
原
田
氏

は
連
日
会
場
で
あ
る
記
念
館
を
訪
れ
、

来
館
者
の
皆
さ
ん
に
丁
寧
に
作
品
の
解

説
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

2023年6月27日～7月2日 PCCoE来訪 
2023年7月29日 

▲原田氏から作品解説を受ける 

大使・総領事のお二人 

「
ふ
た
た
び
宮
沢
賢
治
と
青
柳
亮
〔
松
江
の
人
〕
と
。 
」 

島
田
隆
輔
研
究
員 

講
演  

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
「
宮
沢
賢
治
の
本
～
子
ど
も
の
頃
～
」 

（
記
念
館
司
書
） 

「
未
公
開
自
筆
原
稿
か
ら
辿
る 

中
村
元
博
士
の
著

収
蔵
品
展
解
説
（
記
念
館
学
芸
員
）  

ク
リ
ス
マ
ス
お
楽
し
み
会 

（
記
念
館
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
） 

 

ア 

ジ
ア
の
音
楽
や
楽
器
を
通
し
て
違
う
国
の
文
化
に
触
れ
て
も

ら
お
う 

—
 

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
も
中
村
元
記
念

館
文
化
講
座
講
師
の
瀬
古
康
雄
先
生
が
八
束
学
園
で
音
楽
の
授

業
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
５
年
生
・
６
年
生
・８
年
生
の
三
学

年
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。授
業
で
は
瀬

古
ご
夫
妻
に
よ
る
イ
ン
ド
の
シ
タ
ー
ル
や

中
国
の
揚
琴
（
ヤ
ン
チ
ン
・よ
う
き
ん
）
演

奏
や
、
イ
ン
ド
の
操
り
人
形
「
カ
ト
プ
ト

リ
」
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。 

ま
た
教
室
に

は
、
瀬
古
先
生
が
用
意
し
た
数
々
の
ア
ジ

ア
民
族
楽
器
が
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。学
園

生
は
普
段
目
に
し
な
い
ア
ジ
ア
楽
器
に
触

れ
、
自
ら
の
手
で
音
を
奏
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

体
験
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

中 

村
元
記
念
館
か
ら
道
を
挟

ん
で
お
隣
に
位
置
す
る
松

江
市
立
義
務
教
育
学
校 

八
束
学

園
で
は
、
２
０
１
７
年
か
ら
博
士
の

誕
生
日
で
あ
る

月

日
を
「
慈

し
み
読
書
デ
ー
」
と
名
付
け
、朝
読

書
の
時
間
に
学
園
生
全
員
が
「
中

村
元
物
語
」
を
読
ん
で
お
ら
れ
ま

す
（
※
注
） 

そ
こ
で
、
当
館
か
ら
は
毎
年
こ
の
時
期
に
学
芸
員
が

そ
の
教
室
に
出
向
き
、中
村
博
士
や
記
念
館
に
つ
い
て
学
園
生
の

皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
「
出
前
授
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
年
度

は
４
年
生
・８
年
生
の
教
室
を
訪
問
し
、記
念
館
に
は
八
束
学
園
の
図
書
館
の
倍
以

上
に
あ
た
る
約
３
万
４
千
冊
の
蔵
書
が
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
と
、学

園
生
か
ら
驚
き
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。  

きねんかん の 

あしあと 

慈
し
み
読
書
旬
間 

出
前
授
業 

ア
ジ
ア
の
音
楽 

出
前
授
業 

八
束
学
園 

２
０
２
３
年
11
月
22
日
、
28
日 

学
芸
員
出
前
講
座 

２
０
２
３
年
１
月
31
日
、
２
月
１
日 

講
師
出
前
授
業 

▲ アジア楽器の演奏に聞き入る学園生    

昨 年度の２年生に引き続き、今年度
は11月末に２８名の八束学園6年

生が記念館を訪れ、学芸員のガイダンス
を受けた後、館内を見学しました。 また９
月末には、「職場体験学習」として最高
学年にあたる９年生の男子学生が、展示

の準備など記念館スタッフの仕事を２日間にわたり体験しまし
た。 これからも豊かな学びの場となるよう、工夫を重ねたいと思
います♪ 

▲いただいたパッチワークと色紙
は図書閲覧室前の廊下壁面で御
覧いただけます 

パ
ス
ポ
ー
ト
や
日
記
な
ど
当
館
で
保
有
す
る
数
々
の
資
料
を
展
示
し
、

１
９
５
０
年
代
か
ら
６
０
年
代
の
、中
村
博
士
初
の
イ
ン
ド
旅
行
と
そ
の

後
の
再
訪
の
足
跡
を
た
ど
る
収
蔵
品
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
関
連

展
示
と
し
て
、
ロ
ビ
ー
で
は
中
村
博
士
の

心
を
惹
き
つ
け
た
イ
ン
ド
の
人
々
・風
景

を
、
写
真
家
・
三
井
昌
志
氏
の
写
真
で
御

覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。三
井
氏
が
捉
え
た

鮮
や
か
で
印
象
的
な
一
瞬
を
閉
じ
込
め

た
作
品
に
、来
館
者
の
方
は
立
ち
止
ま
っ

て
見
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。  

中
村
元
記
念
館
に
収
蔵
し
て
い
る
「
佛
教
語
大
辞
典
」
「
論
理
の
構

造
」
な
ど
の
代
表
的
著
作
（
博
士
の
蔵
書
）
と
、
そ
の
自
筆
原
稿
（
初
公

開
）
を
合
わ
せ
て
展
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
書
籍
の
完
成
ま
で
の
道
の

り
を
た
ど
る
展
示
を
行
い
ま
し
た
。博
士
が
愛
用
し
て
い
た
筆
記
用
具

な
ど
と
と
も
に
、 

博
士
が
原
稿
作
成
の
時
間
を
短
縮
す
る
た
め
に
多
用

し
て
い
た
「
切
抜
用
」
と
書
か
れ
た
書
籍
の
展
示
に
は
「
こ
れ
ぞ
本
物
の

コ
ピ
ー
ア
ン
ド
ペ
ー
ス
ト
！
」
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
知
っ
て
い
た
け
ど
、
実
際
に

見
た
の
は
初
め
て
」
と
多
く
の
反
応
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

今
年
も
第

回
、第

文
化
カ
フ
ェ
（
計
２
回
）

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
カ
フ
ェ
で
紹

介
の
あ
っ
た
本
を
読
ん
で
み
る
よ
」
と
か
、「
学
芸
員

さ
ん
に
説
明
し
て
も
ら
っ
た
ら
同
じ
展
示
で
も
全

然
違
う
見
方
が
出
来
て
、濃
さ
が
違
っ
た
！
」
と
い

う
嬉
し
い
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
♪ 

今
後
も

回
、

回
と
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
！ 

松
江
市
立
図
書
館 

中
央
図
書
館 

出
張
展
示 

松
江
市
立
図
書
館
（
中
央
図
書

館
）
の
入
り
口
横
壁
面
に
設
け

ら
れ
た
「
松
江
市

情
報

コ
ー

ナ
ー
」
に
て
出
張
展
示
を
行
い
ま

し
た
。博
士
の
業
績
と
中
村
元

記
念
館
の
こ
と
を
よ
り
多
く
の

方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。  

２
０
２
４
年
１
月
４
日
～
１
月
25
日 

谷
口
副
理
事

長
が
選
手
の

皆
さ
ん
を
激

励
し
、優
勝
者
に
は
記
念
品
と
し

て
清
水
谷
理
事
長
直
筆
の
色
紙

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

２
０
２
３
年
６
月
７
日 

今
年
の
中
村
元
記
念
館
ス
テ
ー

ジ
は
、甘
く
や
わ
ら
か
な
ハ
ー
モ

ニ
ー
と
優
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
魅

力
の
鳥
取
県
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ン

ド
「DU

N
E

（
デ
ュ
ー
ン
）
」
の

お
二
人
に
演
奏

し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

第
１１
回
中
村
元
記
念
館
杯 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・ゴ
ル
フ
大
会  

松
江
市
大
根
島 

ぼ
た
ん
祭
り
２
０
２
３  

２
０
２
３
年
４
月
29
日 

 ※
注
：
現
在
は
11
月
22
日
か
ら
12
月
４
日
ま
で
を

「
慈
し
み
読
書
旬
間
」
と
し
て
い
ま
す
。 
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20

30
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